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令和 8 年２月１９日 

 

 

広島大学で初！ 

第 8 回 日本オープンイノベーション大賞「文部科学大臣賞」を受賞！ 
 

 

広島大学は、第 8 回 日本オープンイノベーション大賞 において、「地方創

生を加速する双方向循環型産学共創モデル — 技術知と人材の好循環を生み出

す地域共創の新機軸 —」の取り組みが評価され、文部科学大臣賞を受賞しまし

た。表彰式は 2026 年 2 月 9 日に東京の虎ノ門ヒルズフォーラムで開催され

ました。 

本賞は産学官連携による優れたオープンイノベーションの取り組みを表彰し、

我が国のイノベーション創出を加速することを目的として内閣府が実施してい

ます。広島大学としては同賞の受賞は初の快挙です。 

 

１．受賞内容 

賞名：文部科学大臣賞 

主催：内閣府 

 

２．受賞者 

■代表受賞者 

山本 透（やまもと とおる） 

広島大学大学院先進理工系科学研究科 教授 

■主な受賞メンバー 

脇谷 伸（わきたに しん） 

広島大学大学院先進理工系科学研究科 准教授 

木下 拓矢（きのした たくや） 

広島大学大学院先進理工系科学研究科 准教授 

坂元 康泰（さかもと やすひろ） 

デジタルものづくり教育研究センター 副センター長（特任教授） 

※所属・職名はいずれも受賞時点のものです。 

 

３．取り組みの目的 

3 つの社会課題 （①産業人材育成と高等教育の質の向上、②科学技術・イ

ノベーショ ンの促進、③地方への人材定着と地方創生） への重点的かつ

戦略的アプローチ。 

 

主な取り組みの内容 

・広島大学の研究室、同学の連携拠点、広島県内の企業による「トライア 

ングル型共創モデル」を構築。 

  ・実証環境 (テストベッド) の整備による社会実装の促進、学生/技術者合 

同セミナーでの研究開発力強化、さらに共同研究・共同研究講座を通じ 



た社会人博士課程入学 や地域就職の促進等が特色。 

  ・これらが、大学-企業間双方向の技術的知見と人材高度化の 好循環を生 

み、地域産業の競争力強化に貢献。 

 

４．主な成果（2019 年～2025 年 7 月） 

・共同研究講座数：延べ 38 件 

・企業との共同特許数：延べ 26 件 

 

５．審査における評価（要旨） 

・課題解決と人材育成を並行して進める新たな産学共創モデルとして 

高く評価 

・大学主導の地域連携としての発展性に期待 

・他分野への展開可能性を評価 

 

６．今後の展開 

本学は本モデルを基盤として、分野横断型連携の拡大、県内外企業との 

協働強化、国際展開を推進し、地域とともに成長する持続可能なイノベー 

ション・エコシステムの構築を目指します。 

 

 

 

 

 

〇日本オープンイノベーション大賞（Japan Open Innovation Prize（JOIP））

とは 

2018 年に内閣府がオープンイノベーションの推進と社会実装の加速を目的に

始めた表彰制度。民間企業、大学、自治体などが連携し今後のロールモデルと

して先導性や独創性の高いオープンイノベーションの取り組みを、分野ごとに

大臣賞、長官賞、経済団体、学術団体の会長賞等で表彰し、その中で最も優れ

た取り組みに内閣総理大臣賞を贈る。2019 年 3 月に第 1 回、2026 年 2 月

に第 8 回を開催。 

 

<表彰の種類> 

内閣総理大臣賞、科学技術政策担当大臣賞、総務大臣賞、文部科学大臣賞、厚

生労働大臣賞、農林水産大臣賞、経済産業大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣

賞、スポーツ庁長官賞、日本経済団体連合会会長賞、日本学術会議会長賞、選

考委員会特別賞 

 

内閣府日本オープンイノベーション大賞 

https://www8.cao.go.jp/cstp/openinnovation/prize/index.html 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学大学院先進理工系科学研究科  

スマートイノベーションプログラム（システム制御論研究室） 

教授 山本 透 

TEL：082-424-7672 

Mail：yama@hiroshima-u.ac.jp 

 






